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議会運営委員会 

 

令和７年９月２２日午前９時から第一会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

◎木澤 正男     ○溝部真紀子      齋藤 文夫           

伴  吉晴      嶋田 善行      井上 卓也      

奥村 容子 

     中 川 議 長 

 

２．理事者出席者 

   総 務 部 長  西巻 昭男  

 

３．会議の書記 

議会事務局長  福田 善行    同  係  長  吉川 也子    

 

４．審査事項 

別紙のとおり 
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委員長 

 

 

開会 （午前９時） 

署名委員  伴委員、嶋田委員 

 

 おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまから、議会運営委員会を開会し、

本日の会議を開きます。 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名します。 

会議録署名委員に、伴委員、嶋田委員のお二人を指名します。お二人には、

よろしくお願いします。 

本日の議事日程は、お手元に配布しておりますレジメのとおりですので、

レジメに沿って進めてまいります。 

初めに、１．協議事項、（１）令和７年第４回斑鳩町議会定例会について

を議題とします。 

①付議議案の取扱いにつきまして、お手元の委員会付託議案の審査結果を

ご覧ください。 

各委員会に付託となりました１４議案のうち、議案第４０号、認定第３号、

認定第５号の３議案は賛成多数で可決、認定すべきものと決しております。  

その他の１１議案は、いずれも満場一致で可決、認定、趣旨採択すべきも

のと決しております。 

いずれの議案につきましても、最終日の本会議で採決となりますが、ここ

で、討論の有無について確認させていただきます。 

討論等を予定されている議案、あるいはまた、討論の予定があるとお聞き

になっている議案などがありましたら、議長次第にも関わってまいりますの

で、あらかじめお聞かせいただけたらと思いますが、ございませんでしょう

か。  

 

（ な  し ） 

 

それでは、現在のところ、討論の予定はないということで確認しておきま

す。 

なお、本会議における討論につきましては、これまでの例により、賛否の
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委員長 

 

討論者をそれぞれ１名ずつとすることで確認しておきたいと思いますが、ご

異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

賛否の討論は、各１名ずつということで、確認しておきます。 

①付議議案の取扱いにつきましては、以上で終わります。 

次に、②要望書等の取扱いについてを議題とします。 

これまでに１件の文書をお受けしております。この取扱いについてご協議

いただきたいと思います。 

まず、この文書を受けた経緯などについて、簡単に事務局から説明をお願

いします。 福田議会事務局長。 

 

 おはようございます。 

それでは、要望書について、ご説明させていただきます。失礼いたします

が、着席にて、説明させていただきます。 

要望書をご覧いただけますでしょうか。 

令和８年度 理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願いに

ついては、公益社団法人日本理科教育振興協会会長から郵送されてきたもの

で、９月２日に受付けをしたものです。 

この要望については、例年送付されてきておりますが、毎年配布の取扱い

とされているものでございます。 

内容としては、昨年とほぼ同じ内容で、小・中・高等学校の理科教育の実

態について教育委員会に確認し、理科教育環境整備向上のため、積極的な予

算措置を求めるものです。なお、町教育委員会に確認いたしましたところ、

概ね要望通りに対応していることを確認しておりますことを申し添えます。 

以上でございます。 

 

ただいま議会事務局長から説明がありましたが、この取扱いについて、委

員皆さまのご意見をお聞きしたいと思いますが、目を通していただく時間を
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取ったほうがいいでしょうか。そのまま続けさせてもらってよろしいでしょ

うか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、このまま続けさせていただきます。 

それでは、この要望書の取扱いについて、委員皆さまのご意見をお聞きし

たいと思います。 嶋田委員。 

 

 これ、毎年送られてきてますし、今、事務局長が話された予算措置をやっ

ているということを信じて配布にとどめてはどうかなと思います。 

 

 ただ今、嶋田委員から配布にとどめてはどうかということでご意見いただ

きましたが、他の委員さんもそういう形でよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、ただいま議題となっております文書につきましては、各

議員に配布にとどめるということで確認しておきます。 

②要望書等の取扱いについては、以上で終わります。 

次に、③追加日程についてを議題とします。 

お手元の追加日程表をご覧いただきたいと思います。 

追加日程１．発議第８号 軽度・中等度聴覚障がい児等の補聴器購入助成

制度の改善を求める意見書については、委員会発議で意見書が提出されるも

のです。 

次に、追加日程２．発議第９号 「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の

改正を求める意見書については、議員発議で意見書が提出されるものです。 

次に、追加日程３．研修会への参加派遣については、１０月７日の「北葛

城郡・生駒郡町議会議員合同研修会」について、１０月２７日の「奈良県町

村議会議長会全議員研修会」についてを参加派遣計画書にあげております。 

現在までに追加提案を予定されているものはこの３件ですが、この他に、
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提案等を予定されているもの、あるいは提案等の予定があるとお聞きになっ

ているものはございますか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、議員提案の予定は、現時点では、この他にはないものと確認し

ておきます。 

追加日程として予定されているものは以上ですが、これまでのところで、

質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、最終日の議事運営については以上のように進めさせていただき

ますので、議長には、進行についてよろしくお願いします。 

（１）令和７年第４回斑鳩町議会定例会については、以上で終わります。 

次に、（２）次期定例会等の日程についてを議題とします。 

皆さんのお手元にお配りしております日程案について、事務局から説明を

願います。 福田議会事務局長。 

 

 それでは、次期定例会等の日程案について、ご説明させていただきます。 

それでは、お手元の令和７年１１月委員会等日程（案）をご覧いただけま

すでしょうか。 

１１月９日(日)が斑鳩町議会議員選挙補欠選挙の投票日です。翌１０日

(月)に当選証書の付与がなされる予定ですので、その終了後に新任議員説明

会の開催を予定しております。 

この説明会で、補欠選挙で当選された議員に議会のスケジュール及び委員

選任等の説明を行い、もし、当選した方が元職でなく新任の議員であった場

合は、新任議員の勉強会も兼ねたものを予定しております。 

次に、１４日(金)に議員懇談会を開催し、その後、全員協議会で補充委員

の辞任、新委員の選任等を行います。 

なお、補充委員は建設常任委員会の嶋田委員と、厚生常任委員会の齋藤委
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員のお二人です。 

全員協議会終了後は、各常任委員会の打ち合わせの予定です。 

次に、１２月定例会の日程案です。 

お手元の令和７年第５回斑鳩町議会定例会日程表（案）をご覧ください。

１２月１日（月）を初日とし、１２月１８日（木）を最終日とする、会 

期１８日間の案をお示ししております。 

１２月１日（月）を初日とし、本会議終了後に広報発行常任委員会を開催、

１２月２日（火）３日（水）は休会、４日（木）を一般質問１日目、５日（金）

を一般質問２日目とし、６日（土）から８日（月）は休会、９日（火）は建

設常任委員会、１０日（水）は厚生常任委員会、１１日（木）は総務常任委

員会、１２日(金) から１４日（日）は休会、１５日(月)は議会運営委員会、

１６日（火）１７日（水）は休会とし、１８日（木）を最終日とする、会期

１８日間の案でございます。 

以上、次期定例会等の日程（案）の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

 

ただいま事務局長から説明がありましたことについて、質疑､ご意見等が

あれば、お受けいたします。 中川議長。 

 

委員会等の日程ではないので、ここには書かれてませんけど、補欠選挙が

終わるということは、町長選挙も終わっているということで、町長の初登庁

の予定はいつかな。 

 

福田議会事務局長。 

 

 町長の初登庁の予定なんですけども、１１月１１日（火）を予定されてい

るということで聞いております。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 
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それでは、１１月委員会等および１２月定例会の日程は、お手元の日程表

の案のとおり予定をしておくということで委員会として確認しておきたい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。１１月委員会等および１２月定例会の日程について

は、予定ということで確認をしておきます。 

次に、（３）今年度の検討事項についてを議題とします。 

①標準町村議会傍聴規則の一部改正についてを議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 福田議会事務局長。 

 

 それでは、①標準町村議会傍聴規則の一部改正についてご説明させていた

だきます。失礼して着席にて、説明させていただきます。 

 前回、８月２６日の委員会でお配りしました資料１の２枚目、別添３の１

ページ、標準町村議会傍聴規則の改正内容の説明をご覧いただけますでしょ

うか。 

 新旧対照表の形式になったものでございます。この新旧対照表につきまし

ては、左側が現行の規定、真ん中が改正後、右側が改正内容の説明でありま

すので、この新旧対照表により改正内容の説明をさせていただきます。 

 まず、第３条につきましては、見出しの表現と合わせるための文言整理で

あります。 

 次に、１ページから２ページにかけての第４条については、傍聴時の受付

時において、現在は住所、氏名、年齢の記載を求めておりますが、この目的

は、会議妨害や他の傍聴人の傍聴妨害等を抑制する観点及び急病人や災害発

生時等の観点から求めているものであり、傍聴人の特定は、住所及び氏名で

足り、年齢までは必要ないため、削除されております。この記載の必要性等

は各議会の実情に応じて判断するものとされております。 

 次に、２ページから３ページにかけましての第５条の傍聴券についてでご

ございます。こちらにつきましても、第４条と同様の理由により、年齢の記
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載を削除するもの及び文言整理による改正でございます。 

 次に、４ページから１０ページにかけての第７条第１項では、こちらかな

り長い規定になりますが、傍聴席に入ることができない者が規定されておる

ものでございます。現行の規定では、第１号から第９号まで規定しています

が、これを、１号から４号に統合しております。 

 それでは、４ページの第７条第１項第１号をご覧いただけますでしょう

か。 

 現行の規定では、傍聴席に入ることができないものとして、人に「危害」

を加える恐れがある物と「迷惑」を及ぼす恐れがある物を携帯している者を

規定しております。 

 今回の改正では、このうち、「迷惑」を及ぼす恐れがある物は具体的に説

明できないため削除し、第４号で新たに規定しなおし、４ページから１０ペ

ージにかけての第７条第１項は、傍聴席に入ることができない者が規定され

ており、こちらの「現行」の規定では、さきほど申しましたとおり第１号か

ら第９号まで規定しています。そしてこの第１号では、銃器、刃物、棒その

他他人に危害を加えるおそれのある物を携帯している者としております。 

 改正後の規定では、刃物を加えておりますが、会議規則第１０３条で、「議

場に入る者は、帽子、コート、マフラー、傘の類を着用し、又は携帯しては

ならない。」と規定されていることから、傘を改正後の傍聴規則の規定に加

えるかどうかにつきまして、確認のほうをまたお願いしたいと思います。 

 次に７ページから８ページにかけての現行の規定の第２号から第３号で

は、視覚的に会議妨害となる物を規定している旧２号と３号を統合し、ビラ、

垂れ幕、たすきその他議場に現在するものに対する示威的行為のために使用

されるおそれがあるもの携帯し、又は着用している者としております。 

 次に９ページの現行の第４号と第５号についてでございます。 

 この規定は、ラジオ、拡声器、笛、ラッパなど聴覚的に会議妨害のなる物

を想定しておりますが、スマートフォンや防犯ブザーなど日常生活で使用す

る物も広く規制対象となり不適当と考えられること、笛、ラッパ、太鼓など

による会議妨害の例は近年の社会状況下においては見聞することがなく、第

８条の傍聴人の守るべき事項で対応可能であるため削除されております。 

 次に、現行の規定の第６号につきましては、現在の社会情勢下で例示する
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必要性にとぼしいことから削除されております。 

 次に、現行の規定の第７号の酒気帯びについては、現行とおなじ規定のな

っております。 

 次に、１０ページでございます。第８号の異様な服装をしている者は、社

会情勢により異なり、判断が難しいことから削除されております。 

 次に、現行の第９号については、第１号で削除した規定を「他人に迷惑を

及ぼすことを疑うに足りる顕著な事情が認められる者」として、規定しなお

されております。具体的には、高熱があるなど、新型コロナなどの感染症の

疑いのある者や、退場命令を受けた後に再び入場し会議妨害をするおそれが

ある者などの入場を禁止しています。 

 次に、１１ページ、第２項についてでございます。こちらにつきましては、

携帯品について質問させること明示的に規定することにより、事前の抑止力

とするものであり、文言の整理による改正となっております。 

 次に、現行の規定の第４項については、「児童及び乳幼児は、傍聴席に入

ることができない」と規定されておりましたが、議会への多様な人材参画が

求められている中、主権者教育の面や子育て世代の傍聴をしやすく観点か

ら、一律に制限すべきでなく、個別に対応すればよいとの考えから、削除さ

れております。 

 次に、１２ページ、第８条の傍聴人の守るべき事項ついてでございます。

こちらにつきましては、現行の第１号から第４号を統合し、議場で静粛を旨

とすることを包括的に規定しております。 

 次に、改正後の第２号については、「携帯電話端末その他音を発する機器

は、音を発しないようにすること」という規定を新たに設けております。 

 これは、携帯電話などの音の出る機器の持ち込みを禁止するのではなく、

傍聴人の守るべき事項として、規定しております。 

 次に１５ページ、改正後の規定の第４号をご覧ください。 

 現行の規定の第９条から移動し、傍聴席における禁止事項として、写真の

撮影等を規定しております。 

 次に、１６ページ、現行の規定の第６号から第８号につきましては、改正

後の規定の第５号に統合し、会議を妨害し、又は他人の迷惑となるような行

為をしないこととして規定しております。 
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 次に、１７ページをご覧ください。 

 現行の規定の第９条については、改正後の第８条第４号へ移動しておりま

す。 

 次に、第１０条については、文言整理による改正となっております。 

 以上、標準町村議会傍聴規則の一部改正についての説明とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 

それでは、質疑・ご意見をお受けします。 嶋田委員。 

 

２ページの一番右端、説明の中段あたり、ただし、個人情報保護の観点か

ら、住所及び氏名の取得目的をホームページ等で公表することや、傍聴の受

付場所にその取得目的を表示すること等により、本人に分かるようにしてお

くことは必要であると、これ事務局はどのように対処されますの。 

 

福田議会事務局長。 

 

こちら、個人情報取得目的についての規定であると考えております。こち

らにつきましては、来られた方が個人情報を利用するにあたって、何の目的

で利用するのかというところを、理解していただくための規定と考えており

ますので、窓口に来られた時に掲示しますとか、またホームページでの規定、

お知らせをわかるような形で提示することは必要かなと考えております。 

 

それはわかるんです、ホームページでするのはあれやけど、受付のところ

に禁止事項みたいなの書いてますね、そこに記入するんか、作り直すいうん

か、そういう方法を考えておられるんですか。 

 

ただ今ご指摘いただきましたとおり、今回の傍聴規則につきましては、か

なり多岐にわたりますので、すべて見直しされた段階で、その旨傍聴される

方にはわかりやすく掲示しなおししていく掲示が必要かなと考えておりま

す。 
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委員長 

 

議会事務

局長 

 

 

次に、人に迷惑を及ぼす恐れのある物は、具体的に説明できないため削除

し、迷惑を及ぼすことを疑うに足りる顕著な事情として第４号に追加と書い

てますけど、これやっぱし今までみたいな、具体例を示した方が、傍聴人に

もわかりやすいし、４ページの右段の下のほう、これ傍聴人にもわかりやす

い具体例を示すとね、傍聴人にもわかりやすいし、また議長が判断する場合

にも、具体例があったほうがわかりやすいのではないかなと。ただ単にここ

にあるように、何ページやったかな、人に迷惑かけてはならないみたいなこ

とが書いてある、それだけでどうなんかなという気はするんです。そこらへ

んどうですやろね。 

 

 ここのところで迷惑を及ぼす具体的な説明ができないということで削除

してますけども、後ろの方で迷惑をかける恐れがあるということで、文言が

逆に入っているということの指摘も含めてだと思うんですけど、それやった

らもう具体的に事例を示してここにもう、迷惑を及ぼす恐れがある人は入れ

ませんよと書いたほうがいいのではないかということなんでしょうけど、後

ろの方のこことの違いというのはなんなんですか。 

 

 第４号ですか、書いてあるのか。 

 １０ページです、真ん中の改正後のところで。 

 

 暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時２４分 休憩 ） 

（ 午前９時２４分 再開 ） 

 

 再開します。 福田議会事務局長。 

 

 先ほどご指摘いただいております、人に危害を加える恐れのある物と迷惑

を及ぼす恐れがある物、こちらにつきましては、先ほど、まず４ページのほ

うからなんですけど、４ページの第７条のですね、改正後のところ見ていた

だきたいと思うんですが、こちらの改正後では、銃器、刃物、棒その他他人
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に危害を加えるおそれのある物ということで書かれておりますので、こちら

についてはまずひとつとして、危害を加えるおそれがある物として、例示し

て、わかりやすいものを追加して書いていくことは、まず可能なのかなと。

例えば、先ほど説明させていただいた傘ですね、傘も今、禁止されたりして

おりますので、ここにまず加えていくことがひとつ検討としてあるのかなと

考えております。 

先ほどもうひとつご指摘のありました、１０ページですね、改正後の方の

第４号でございますが、その他会議を妨害し、又は他人に迷惑を及ぼすこと

を疑うに足りる顕著な事情が認められる者、こちらはかなり抽象的な書きか

たでございますので、実際に想定されておりますのは、高熱の方で感染症の

疑いのある方なども想定されますので、ここのところにまたひとつ迷惑を及

ぼす恐れがあるものとしてなんらかの例示をしていくことは、ひとつ検討と

して可能なのかなと考えております。 

 

 暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時２６分 休憩 ） 

（ 午前９時３５分 再開 ） 

 

再開します。 

休憩中にも色々意見いただきまして、標準町村議会議長会の傍聴規則の一

部改正ということで、例示が来ましたけども、斑鳩町議会として必ずこのと

おりにやらなくてはいけないというルールはありませんので、委員皆さんの

中で具体的にこれはこういうふうにした方がいいという点がありましたら、

事務局の方におっしゃっていただければそれをもとに次回改正案をつくっ

て、またお示ししたいというふうに思います。それでよろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

 ほかにございませんか。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

（ な  し ） 

 

それでは、①標準町村議会傍聴規則の一部改正については、次回の当委員

会までに委員皆さんのほうから具体的な改正案を事務局の方に伝えていた

だきまして、それも含めて改正案をつくって、次回の委員会でお示しさせて

いただきたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、今回は説明を受けて審議をしたということで終わります。 

次に、②議会の動画配信に関する調査・研究について（議会の動画配信に

係る費用について）を議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 福田議会事務局長。 

 

②議会の動画配信に関する調査・研究については、議会の動画配信に係る

費用の見積を依頼しましたが、まだ見積中であり、本日とりまとめた内容を

ご報告させていただける状況にございませんので、次回の委員会でご説明さ

せていただきたいと考えております。 

以上、議会の動画配信に係る費用についてのご報告とさせていだだきま

す。よろしくお願いいたします。 

 

ただ今局長から説明がありましたが、まだ見積中で、ご報告できるような

内容がまとまっておりませんので、また、審議については、次回に移させて

もらおうかなと思いますが、今日特に何か聞いておきたいこととか、ご意見

等があればお受けしたいと思います。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら今回はパスさせていただいて、また、次回、審議させてい

ただくということで、終わらせていただきます。 
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委員長 

 

次に、③の継続審査のあり方についてを議題とします。 

継続審査のあり方については、前回の委員会で事務局から説明を受け、本

日審議するとなっておりましたので、質疑・ご意見をお受けします。 

嶋田議員。 

 

 いただいた資料の３３ページの一番左端、上段の左端、条例の定めるとこ

ろにより、補欠選挙ですね、条例の定めるところにより議長が選任すること

ができる、この条例に定めるところによりいうのは、斑鳩町はちょうど部長

いてはるから聞きたいんやけど、斑鳩町ではどうなっているんですか。 

 

 条例というのは、議会の方になると思うんで、聞くんやったら局長に聞い

てもらった方がいいと思います。 福田議会事務局長。 

 

 先ほどの条例の規定についてのご質問でございます。こちらにつきまして

は、斑鳩町議会委員会条例の中にですね、委員会条例第７条におきまして、

常任委員、議会運営委員、及び特別委員は議長が会議に諮って指名する。た

だし、閉会中においては議長が指名することができると規定しておりますの

で、閉会中は議長が指名することができるという規定によるものと考えてお

ります。 

 

 わかりました。改めて部長にお聞きしますけども、補欠選挙で通った人の

任期というのはいつからになるわけですか。 

 

 西巻総務部長。 

 

 総務常任委員会のほうで書記のほうからご説明させていただいたように、

告示後ただちに書面を渡してその時からということになっておりますので、

総務委員会でご説明させていただいたとおりです。 

 

 ほかにございませんか。 
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嶋田委員 

 

（ な  し ） 

 

 この継続審査のありかたについては、議員必携などの資料を用いまして、

検討・勉強させていただいてきておりますけど、今後の進め方ですね、につ

いてどうさせてもらうのがよろしいかなと思うんですけれども。提案いただ

いた嶋田委員いかがでしょうか。 

 

 その前にね、ちょっと教えてほしいんですけど、この資料の１７１ページ、

議案調査、政治調査、事務調査ってありますね、これ具体的にはどんなこと

ですやろ。１７１の上段、左のほう、参考の前。この調査には、通常議案調

査、政治調査と事務調査があると。これはどんな調査、具体例いうか詳しく。 

 参考に書いてある通りでよろしいんですか。 

 

 暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時４２分 休憩 ） 

（ 午前９時４３分 再開 ） 

 

 再開します。 福田議会事務局長。 

 

 先ほどのご質問についてでございます。この１７１ページの参考に記載さ

れておりますのが、朗読させていただきます。参考でございます。地方公共

団体の事務の調査とは、法第２条第２項の事務であって、通常は、現に議題

となっている事項若しくは将来議題に上るべき基礎事項（議案調査）につき

調査し、又は世論の焦点となっている事件（政治調査）等につき、その実情

を明らかにならしめ、その他一般的に地方公共団体の重要な事務の執行状況

を調査（事務調査）することをいう。と記載されておりますので、今の時点

でわかりますのが、こちらに書かれているとおりでございます。 

 

 これ読んでわからんから、ちょっと聞いたわけですけれども。 

 わかりました、また自分でちょっと調べてみます。 
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総務部長 

 それと、継続審査に関してですけど、これ、部長にお尋ねしますけど、付

託された案件、これね、住民アンケートとるために、継続するというような

ことできるわけですか。 

  

 西巻総務部長。 

 

 住民アンケートを取るためにできるというよりも、たぶん私自身、継続審

査のそもそもというのを、今これだということを言えないんですけれども、

ただ、重要な案件でそれぞれの委員会の方が所管する担当事務の中で継続審

査、これでいこうということを決めてもらえるならば、そういった形で委員

会で決められたものが継続審査になるのかなというふうには思います。 

 

 そしたらね、付託された案件、全部住民アンケートとるために、継続審査

にしますということもできるわけですな。 

 

 住民アンケートをとるために、付託されてその時審議されて、なおかつ、

かつ以上、その場で審議がまだ足りないよといった場合に、継続審査になる

というふうに思うんですけれども、今さきほどから出ております、事務の調

査とかありますやんか、その部分で調査が議会としてまだ必要といった場合

に、それは継続して審議していく、そういった場合になるのかなというふう

には思うんですけれども。 

 

 今の説明ちょっとわからんねんけども。要はね、原則その会期内で決着つ

けなあかんということになってますわな、基本的には、原則。そやけど継続、

住民アンケートとると、例えば町長の給料上げると、町長の給料上げるのは

住民のアンケートとって私判断しますわと言った場合にそれが可能なんか

どうか。 

 

 西巻総務部長。 

 

 それは議員さん個々で聞いてみようかという話になるんですかね、アンケ



 - 17 - 

 

 

 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ートというのは。例えば町長の特別職の報酬でしたら、その前に報酬審議会

というのがありまして、その中、諮問して答申もらって、その答申案に基づ

いて、理事者側がこの議案で審議よろしくお願いしますということで出して

ますので、それで、もしその案に反対ならば、私は賛成できませんよと、こ

れに賛成しますよという形になるのかなというふうには思います。 

 

 基本はそうですね、その会期内で決着つけなあかん。ほんなら、その会期

内に決着つけられへんような状態いうのはどんな状態かいうのですね、ま

ず。私の経験では委員会で委員の質問に対して、なんら答えられなかった場

合、それは理事者がですよ、町長、副町長、担当部長、担当課長、担当者、

誰も答えられなかった場合に審査不能ということで継続は理解できるんで

す、ただし、そのほかの理由、例えば住民の声聞きたいさかいに、アンケー

ト取るために、継続審査にしますと、そういうふうなんが許されるかどうか、

そこを私伺いたいわけなんです。 

 

 事前にお渡ししている資料の１８１ページのところですね、委員会に置け

る審査という言い方で始まってまして、その２段目ですね、審議未了の場合

は通常廃案となってしまいますけれども、これを避ける方法として会期不継

続の原則の例外である閉会中の継続審査があると、会期中にどうしても審査

を終了しない事件について閉会中の審査（調査）をしようとする場合、委員

会の決定に基づいて委員長から議長に対し、閉会中継続審査（調査）の申し

出を行い、議長はこの申し出によってこの件を議会に諮ることになると。閉

会中の継続審査（調査）の議決を得ると、その事件は次の会期に継続され、

次の会期中に委員会報告書の提出があれば、本会議で審議し決定されるとい

うことで、私、当時住民の声を聞きたいということで、継続審査にしてほし

いというて、提案させていただいたんですけど、私の場合、その議案に対し

て賛成なのか反対なのか、というのを判断するのに、やっぱり住民の声を聞

いて判断する必要があると思ったので、その調査をするために継続審査の申

し出をさせていただきましたけど、やはり理事者からの答弁がなくて審査で

きないというのと同じように、住民の声を聞いて賛否の判断をしたいという

ことで、そのための時間をやっぱり確保していただきたいと思って、継続審
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査の申し出をさせていただきまして、それについては委員長がそういう継続

審査の手続きを取っていただいて、本会議で継続審査については認めていた

だきましたので、会議規則上は特に問題はないというふうに認識はしており

ます。 

 

 継続審査の方法論っていうんかな、それについて僕は文句を言ってるんじ

ゃない。文句やない、疑問を呈しているわけじゃないんです。そういう理由

で継続審査にすること自身に対してです。この継続審査いうのは、理事者か

らの説明一切ない、一切ないというか、大部分なかって、判断のしようがな

い場合に継続審査にするべきものであって、アンケート、住民の声を聞くん

やったらその審査までに聞くべきである、そして審査するときに判断してい

くということになろうかと思うんですけどもね。 

 

 その議案の審査ができないという理由については、いろんな理由があると

思うんです。理事者から説明がなかったというのは一例であって、いろんな

形で審議に必要な調査をすることを委員会としてできる権利がありますの

で、だから継続審査にするかどうか、というのを諮るときに、その理由で例

えば継続審査にするのはおかしいからということで、継続審査にすることに

対して、反対の意を唱えることもできますので、だからその時に委員会とし

て判断をするべきではないのかなと。だから理由についてはいろんな理由が

あるとは思います。 

 

 住民の声を聞きたいから言うてね、継続審査にする、それやったらこの上

程された議案全部できるわけですよ。 

 

 例えば極端な話、１０議案上程されて委員会付託されて、その１０議案す

べてに調査が必要であるというふうに委員会が判断して、継続審査の手続き

をとって、委員会の中で賛否があって、賛成多数で継続審査が認められれば、

実際にそういう運営になるとは思います。それが住民のとってどうなのかと

いう点を十分に考慮して、継続審査にするかきちっと会期中に結論を出すの

かというのは、その時判断するべきものだというふうに思います。 
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 原則会期内の判断ですわ。だからどっちでもええねんとそんなんはおかし

い。 

 

 どっちでもいいというものではなくて、住民にとって不利益になるかどう

かというのを十分に判断して、だから出されたもの全部継続審査にしたら住

民困るでしょうと、だけどこの部分についてはきちっと調査して判断したい

という意見があって、それに対して取扱いをどうするかという話でしょうか

ら、不用意に継続審査をばんばんするということについては、やはり問題な

のかなというふうに思いますけど。 

 

 なんかいかにもそれらしいけど、不用意に継続審査出しているわけでし

ょ。それで会期内に結論出さなあかんのを送っているわけでしょ。そやから

継続審査になる場合には、一例言わはったけど、住民の声を聞きたいために

いうのは、そんなもん継続審査の理由にはならんと。 

 

 それを判断されれば、議案を審議されている委員会の委員なので、そこで

やっぱり委員が継続審査にするべきかどうかを判断するのであって、一律こ

の理由だからだめだということにはならないというふうに思います。 伴委

員。 

 

 今の話きかせてもらってね、これは地方議会、国会でも一事不再理、そう

いうような感じで、まあ言えば、原則というか、もう、やっぱり、そこの会

期で決めるように、よっぽどのことがないと、ほとんど、その議案というも

のに対して、その時に決めないというような効果っていうのがあるやつが相

当な比率である部分もありますんでね、よっぽどの例外、委員長いわはるよ

うによっぽどの例外がないと、でけへんものというイメージは私は持ってま

すけどもね。基本的に、原則って書いてある、原則の意味あいですけど、正

直いって、そんな感じはします、よっぽどの、よっぽどやと。住民の声がど

うかというのを一例で言ってはりますけど、それについては、ちょっとどう

やろという話があるのは、わからんでもないです、私は。 
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 先ほど嶋田委員おっしゃっているのは、理事者から提案された議案に対す

る審査で、理事者が答弁できないということについて審査ができないという

のはありますけど、あのときの話でいうと、住民さんから出された陳情に対

しての審査なので、必ず会期中にそれを結論出す必要があるのかという点に

ついても考慮して継続審査の取り扱いを私はしてもらったというふうに思

ってます。今の伴委員のご意見に対して、前回の形についてはこうでしたよ

ということを一応僕の方の思いをね、話させてもらいましたけども。 

 

 その流れ私も記憶しておりますんで、その通りやと、その時決めないとど

うしてもいけないいうものでなかったということもあるし、委員みんながそ

れに対して賛同、みんなかどうかわからんけど、半数以上の賛同があったと

いう記憶ありますねんけど。それでも、もう１度陳情を出しなおしてもらっ

て、やる方法もあったのと違うかなと。継続というふうにせずに、もう１度

出してもらって、そしてその間にそれぞれの勉強をすると。陳情者が次出す

かというのはありますけど、そんな感じも僕はいいんじゃないかなという思

いを持ってます。 

 それくらい継続審査というのは、慎重に扱わなあかんものやというイメー

ジを私自身は持っております。 

 

 そういうやり方もできますので、やはりその時の委員会でどういう取扱い

をするのかについては、ご判断いただく必要があるのかなと。 

 継続審査をうつのにこうじゃないといけないと記したものを現在のとこ

ろ資料として持ってませんので、定義というんですかね、難しいので今回勉

強、こうしてさせていただいてますので、それぞれ皆さんの意見もいろいろ

出していただいて、必要があれば、調査もさせていただきますので、ぜひご

意見いただければなというふうに思うんですけど。 

 

 僕、資料捜しているねんけども、読んだことは、町の話を聞き、また資料

等を読み、そのうえで結論を出すと。自分で調査はしてはいけないというふ

うに書いてあったんですが。それがここにはない、僕も持ってたんやけど、
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だいぶ探しましてんけどね、まだ見当たりませんねんわ。自分で調査をして

はならない、町の話を聞き資料を見、という感じで書いてあった、そのよう

に覚えているんです。そやからアンケート取るためにというのは、これどう

やねんということで、これ議題にあげさせてもらったわけなんです。 

 

 嶋田委員から、以前からもそういう資料見たということでお話をお聞きし

てまして、ただ、まあ、今日にはちょっと、まだその資料捜して見つけてこ

られなかったということで、今回色々意見もいただきまして、ただ、必要な

資料については調査をされたいと思いますので、今日はこの辺で置いとい

て、また次回改めて引き続き議論をさせていただければなと思いますが、そ

ういう形でいかがでしょうかね。 

 

（ 異議なし ） 

 

そしたら、③の継続審査のあり方について、一定の議論を行ったというこ

とで今日は終わっておきます。 

１．協議事項については、以上で終わります。 

次に、２．その他について、①（仮称）斑鳩町情報通信技術を活用した行

政の推進に関する条例についてを議題とします。 

本日、資料をお配りしておりますので、事務局から説明をお願いします。 

福田議会事務局長 

 

 それでは、（仮称）斑鳩町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条

例についてご説明させていただきます。失礼いたしますが、着席にてご説明

させていただきます。 

資料１をご覧いただけますでしょうか。 

国のデジタル社会形成基本法等の趣旨にのっとり、当町におきましても、

他の先進地等の例により、行政運営の簡素化及び効率化並びに町民生活の向

上を目的として、町の機関等に係る手続きに関し、デジタル技術の活用によ

って手続きができるようにするための条例整備の検討を進めています。 

先進地では、市町村の手続き全般をオンライン化するにあたり、対象範囲
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に議会も含めて施行している場合が多くあります。 

この条例では、現在個別条例等において書面等で行っている手続きをオン

ラインでできることを規定するものであり、電子申請等の準備が整った段階

で、個々の条例や規則等の改正を行わないでも、電子申請等による手続きを

行うことができるようになります。 

当町では、この条例を今年の１２月議会で上程する予定であり、施行時期

は、令和８年４月１日を予定されております。 

本日は、この条例の対象範囲に町議会を含めることについて、ご確認をお

願いいたします。 

以上簡単ではございますが、（仮称）斑鳩町情報通信技術を活用した行政

の推進に関する条例についての説明とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 

事務局から説明がありました。で、資料もつけさせていただいていますけ

ど、今日これ、ただちに見てもらって、なかなかちょっと分からないってこ

ともあるかと思って、総務部長にも残っていただいておりますので、わから

ない点等、またご意見があれば、お受けしたいと思います。  

  

 これ、実際、具体的に町議会としたら、この情報通信技術ですか、書面等

で行う手続きをオンラインで請求できる、何がって、これは、局長に聞かな

あかんのか分かりませんけど、何が当てはまるのか、ちょっと具体例を教え

てもらわんとピンときまへんねん。 

 

 福田議会事務局長。 

 

 具体的な例でございますが、様々な規定はあるとは思いますけれども、例

えば斑鳩町の議会議員の請負に関する条例の公表に関する手続きで、報告書

類の複写の申し込みがひとつございます。また、個人情報保護に関する条例

で議員さん個人の自己情報の開示の手続き、それの本人確認とかいう意味

で、その申請のところでも電子化をどうするかとか、様々な住民さんとの手

続きであったり、議会内部での手続きとか様々なものは想定されると考えて
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おります。 

 

 個々のそういう項目の具体的な手続きについては、また、定まってないも

のについては後刻定めていくことはできまして、今回は町議会をそういうこ

とができるよという町の仕組みに含めるかどうかについて大きく諮らせて

いただいているというところですね、入れといてもらって、後で個別のもの

については、整理していく必要があるのかなというふうに思いますけども、

まず町議会を入れるか入れないか、そこについてのお尋ねですね。 伴委員。 

 

 今の話きかせてもらったら、入れといてもらったら、その後いろいろとい

らえるんであれば、ええと思います。 

 

 齋藤委員。 

 

 私も入れて。今後については、また検討すれば。 

 

 井上委員。 

 

 私も同じで、入れておくで。 

 

 奥村委員。 

 

 議会だけが特別ってこともないと思うので、私も入れていただいていいと

思います。 

 

 溝部委員。 

 

 同様の意見で結構です。 

 

 嶋田委員。 
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 ようわからんのですわ。これもうちょっと詳しくわかるように、書類とか

ないんですか。 

 

 暫時休憩いたします。 

 

（ 午前１０時０６分 休憩 ）  

（ 午前１０時１０分 再開 ）  

 

 再開します。 

 多くの委員さんから、今回議会を加えることについて、肯定的なご意見い

ただきまして、あと嶋田いかがでしょうか。  

 

 私も入れておいていいかなと思います。 

 

 そうしましたら、全委員さんから、この斑鳩町情報通信技術を活用した行

政の推進に関する条例につきましては、議会を加えるということでご意見い

ただきましたので、議会運営委員会としてそのように取りまとめをさせてい

ただいて、また全員協議会でご報告させていただいて、委員さん以外の方の

ご意見もお聞きする中で、１２月議会で条例が上程される予定ですので、そ

のように議長の方で進めていただければと思います。 

 そしたら議会を対象範囲に加えることについてご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

そうしましたら、この件については以上で終わっておきます。 

次に、②その他について、各委員からご意見等があれば、お受けします。 

 嶋田委員。 

 

 これ例年なら９月にね、視察いう感じで皆さん聞いたり、ありますねんけ

ど、今回建設も、厚生もなかったように聞いています。総務もありませんで
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局長 

した。そこらへん任期の若い議員さんが委員長になられてますねんけど、こ

れ、どうなんでしょう。視察いうのは、たいがい先進地視察という形でやっ

ていたと思うんです。それが、希望もなにも募ってない、そこらへん委員会

としてどうかなとは思います。 

 

 各常任委員会の視察につきましては、各常任委員会の中でご相談いただく

べきことかなと。今、特に聞かれてないということでありましたら、各委員

長さんに、議会運営委員会でこういうご指摘があったということはお伝えし

たいなあとは思います。議会運営委員としても視察は行きますけど、すでに

去年ですね、行かせていただいてましたので、私は今年はもういいかなと思

っておりますけども、何かご希望ありますでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

 嶋田委員からのご指摘につきましては、各常任委員長さんにお伝えしたい

というふうに思いますが、それでよろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

議長から、ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

事務局から、ございませんか。 福田議会事務局長。 

 

事務局から１点ご連絡させていただきます。８月１８日付けで、町村議会

議員のハラスメント防止動画研修の公開についてということで、アカウント
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のほう、議員みなさまにお知らせさせていただいております。 

今回、１０月３日の金曜日なんですけれども、広報発行常任委員会の終了

後、概ね１０時頃を予定しておりますけれども、動画の上映の勉強会って言

うのを開催させていただきたいと考えております。 

こちらにつきまして、もう動画見られてる方おられるかも分りませんの

で、任意の出席というかたちで進めさせていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

ただいま事務局から相談というか報告のありましたことについて、何か質

疑・ご意見等があればお受けします。 

 

（ な  し ） 

 

そうしたら、もう１０月３日の１０時からということで、日程ももう決め

ての連絡ですので、まあ、そこに参加いただける方はご参加いただいて、日

程的に難しいとか、私は別に見るよとかいう方は、個別に見ることができま

すので、そのように対応いただければというふうに思います。 

そういったかたちでよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

  

そうしたら、ただ今事務局から説明があった町村議会議員のハラスメント

防止動画による勉強会については、そのように確認をさせていただきます。 

これをもって、２．その他については終わります。 

次に、継続審査について、お諮りします。 

お手元にお配りしております申出書のとおり、当委員会として引き続き調

査を要するものとして、このように決定することにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 
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委員長 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう、よ

ろしくお取り計らいをお願いします。 

以上をもちまして、本日予定しておりました案件は全て終了しました。 

なお、本日の委員長報告のまとめについては、正副委員長にご一任いただ

きたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

これをもって本日の議会運営委員会を閉会します。 

どうも、お疲れさまでした。 

（ 午前１０時１６分 閉会 ） 

 


